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第十二章 二要因分散分析 
  
 二種類以上の要因について、その相互作用を分析するには要因分散分析を行う。 
 
12.1 二要因分散分析（繰り返しが等しい） 
例題 12.1 Fixed-Effects Factorsで反復の等しい二要因分析の仮説とデータ 

 データ例は、鳥の雌雄別の、それぞれ半分をホルモン処理して測定した血漿中のカル

シウム濃度である。 

 
 

データは R や Excel の分析ツールで計算すればよい、Excel で解析した結果は下のように

なる。 
 

 
 
 標本となっているのはホルモン処理の要因を、列は性別の要因を指しており、ホルモン

処理の有無のみ有意差がでた（5%の有意水準で）。 
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例題 12.2 完備型計画の例 
 次のデータ例は、イネ 3 品種(V1～V3)を 5 水準のチッソ肥料(N0～N4)で栽培した場合の

収量（t/ha）で、4 反復のデータをとっている。 

 
 水田や畑を使った実験では、下図の様に地ムラを考慮して反復を設定する。 
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